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『経済論集』への序
卜
四月より愛知大学法経学部の分離独立が実現 し,新たに法学部,経 済
,経営学部の三学部が発足することになった。異なる学問領域の交流と
幽
面での利点を認めなが らも,教員スタッフの充実や教学体制の強化のた
学部分離は法経学部にとって長年にわたる重要な課題であった。この間
にこの課題の解決に努めた結果,旧 三学科はすでに久 しくほぼ学部 とし
内実を備えるにいたっていたのであるが 文部省がいわゆる新増設
捌 にわが法経学部を大規模な改組転換の最初のケースとして認めたのも
、ためであった ,学 部分離はこのような一連の努力が結実 したこと
味している。 しか しそれはまた一層充実 した教学 ・研究体制を確立する
のスター トでもある。そのような決意をこめて新 しい経済学部の開設 を
.するための記念論集を編むことになったが,こ こに多数の学部メンバー
ご尽力でこの企図が実現で きたことは大 きな喜びといわねばならない。
コ
、ころで複合学部 としての法経学部の解消にともない,旧 来の 『法経論
もそれぞれの学部に独自の学術誌 として装いを新たにすることになっ
経済学部では,新 しい酒 を新 しい皮袋に貯 えるべ く紀要の名称 を 『経
集』と改めた。この学部分離記念論集の刊行 を皮切 りに,学 部ととも
たな学問的伝統の形成をめざす旅に出発することになる。
ちうん新たな出発 とはいっても,『経済論集』は 『法経論集』の歴史と
の相続者の一人である。『法経論集』 は創刊以来40年,119号を数え
1の間
,ここに掲載 された作品の中でそれぞれの領域の学問的発展に寄
.たものも少な くない。かつ また,各 学科の充実にともない 『法経論
1は三つの編に分かれて
,実態的には各学科独 自の学術誌 としての内容
えるにいたっていた。最初の 『経済論集』 となるこの記念論集の号数
・121合併号 としたのはこのような経緯 を考慮 したためであるXO
研究発表の機会は学内の学術誌に限られてはいないが,し かし今 も昔 もそ
れは研究成果の最 も自由な公表の場であろう。 したがってその充実度いかん
はまた,当該大学 ・学部の研究状況のかなり正確なバロメーターでもある。
愛知大学の経営は教職員によって行われており,それが自由な学風 をうみだ
す基 となっているが,研究以外に費やされるエネルギーも多量である。 しか
もこの間新名古屋校舎の開設や学部分離に取 り組み,今後も学生の急減期 を
目前に経営上 ・教学上果たすべき課題は少なくない。たしかにそれらは学問
的研鐵にとっての障害ではある。 しか し無から有をつ くるべ く苦闘 していた
大学創設期の,「外形的な困難があればあるほど学問への情熱,`新しきアカ
デ ミズム建設への意欲は旺になって来た」(小岩井浄学部長による 『法経論集』
「創刊のことば」)というひたむ きな初心がここで想起 されてよい。学部の独
立が同時に活発な研究活動への刺激剤となり,この記念論集を出発点とする
『経済論集』の充実をもたらす契機 となることを祈念 したい。
1989年12月11日
経済学部長 武 田 信 照
※ 『法経論集』は第40号か ら 「法律編」 と 「経済編」の二編に分かたれ,
後者は第69号よ り 「経済 ・経営編」 と改称 された。さらに第87号か らは
「法律編」,「経済 ・経営編1」 お よび 「経済 ・経営編II」の三つの編に分
かれた。『経済論集』が継承するのは,直 接 的には 「経済 ・経営編1」 で
ある。
